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震災に続く寒さと風雪の追い打ち

被災会員の不安と辛苦に想いを！

そして、この事実を長く忘れまい

　
一
億
人
を
超
え
る
民
の

中
に
大
谷
翔
平
選
手
の
よ

う
な
人
も
い
る
。
毎
日
の

生
活
に
困
る
人
や
様
々
な

人
々
で
社
会
は
構
成
さ
れ

て
い
る
。
人
々
の
幸
福
の

た
め
社
会
保
障
制
度
が
あ

る
。
障
害
者
雇
用
促
進
法

も
そ
の
一
つ
。
企
業
法
人

は
規
模
に
よ
り
雇
用
数
が

示
さ
れ
て
い
る
が
今
年
度

も
未
達
成
企
業
が
あ
る
と

報
道
さ
れ
た
●
こ
の
こ
と

は
障
害
者
の
働
く
場
が
満

た
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え

る
。
雇
用
実
態
も
軽
度
障

害
者
が
優
先
さ
れ
重
度
障

害
者
の
社
会
参
加
を
困
難

に
し
て
い
る
。
公
的
機
関

が
率
先
し
て
雇
用
の
範
を

示
せ
な
い
か
●
障
害
者
福

祉
の
父
と
し
て
戦
後
活
躍

さ
れ
た
近
江
学
園
設
立
者

の
糸
賀
一
雄
氏
は「
こ
の

子
ら
を
世
の
光
に
」
と
提

唱
し
続
け
た
。
こ
の
時
代

は
、
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら

同
情
的
に
光
を
当
て
る
思

想
で
し
た
。
し
か
し
、
同

氏
は
「
こ
の
子
ら
を
」
と

し
た
。
を
は
革
命
的
一
字

で
あ
る
。
を
に
よ
り
、
こ

の
子
ら
が
、
誰
も
が
安
心

の
社
会
実
現
の
発
信
人
で

あ
り
、
正
に
「
世
の
光
」

の
哲
学
で
す
。
福
祉
社
会

構
想
を
担
う
一
人
と
し
て

「
こ
の
子
ら
を
世
の
光

に
」
は
座
右
の
銘
と
し
た

い
心
境
で
す
。�

（
Ｍ
）

　
年
明
け
早
々
の
「
能
登

半
島
地
震
」
は
日
を
追
う

ご
と
に
被
害
が
大
き
く
な

っ
て
い
き
ま
す
。

　
避
難
所
に
避
難
し
て
い

る
人
は
、
一
か
月
経
っ
て

も
１
万
人
を
超
す
。
住
宅

被
害
・
断
水
・
停
電
が
多

く
発
生
し
、
地
域
に
よ
っ

て
は
、
水
道
の
仮
復
旧
が

３
月
末
、
ま
た
４
月
に
ず

れ
込
む
と
の
新
聞
報
道
も

あ
り
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ

た
方
は
、
2４0
人
を
超
え
、

こ
れ
か
ら
の
災
害
関
連
死

も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
ご
自

分
も
最
悪
の
状
態
に
耐
え

て
、
周
り
を
気
遣
う
被
災

者
の
方
々
の
姿
は
、
心
が

揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
す
。

内
外
か
ら
多
く
集
ま
っ
て

お
り
、
台
湾
か
ら
の
義
援

金
は
25
億
円
超
。
被
災
地

域
以
外
の
退
公
連
事
務
局

か
ら
は
、「
お
力
添
え
を

で
き
な
い
か
」
な
ど
の
会

生
活
必
需
品
の
給
与
・
貸

与　
災
害
に
よ
り
住
宅
が
全

壊
、
全
焼
、
流
失
、
床
上

浸
水
等
に
よ
り
、
生
活
に

必
要
な
衣
類
や
寝
具
、
そ

の
他
日
用
品
が
無
く
な
っ

て
し
ま
い
、
日
常
生
活
を

営
む
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
生
活
必
需
品
が
給
与

・
貸
与
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
市
町
村
が
申
請
窓
口
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
住
い

の
自
治
体
で
詳
細
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

学
用
品
の
給
与

　
小
学
校
児
童
、
中
学
・

高
校
の
生
徒
を
対
象
に
学

用
品
の
給
与
制
度
も
あ

り
、教
科
書
な
ど
の
教
材
、

ラ
ン
ド
セ
ル
が
無
く
な
っ

て
就
学
に
支
障
を
き
た
す

場
合
に
は
給
与
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、「
被
災

住
宅
の
応
急
修
理
」「
生

活
再
建
の
た
め
の
支
援

金
」、「
緊
急
小
口
資
金
」

の
特
例
貸
付
な
ど
、
様
々

な
支
援
策
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
声
を
か
け
る
と
倒
れ
た

屋
根
の
下
か
ら
パ
パ
の
う

な
る
よ
う
な
声
が
聞
こ
え

た
。
自
分
で
は
助
け
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、

パ
パ
の
声
が
聞
こ
え
な
く

な
っ
た
。

　
人
は
悲
し
い
時
に
悲
し

い
歌
を
歌
う
と
言
う
人
が

い
ま
す
。
歌
の
中
に
悲
し

む
人
の
心
を
感
ず
る
の
で

し
ょ
う
か
。
共
感
す
る
人

の
存
在
を
思
う
の
で
し
ょ

う
か
。

　
日
公
連
は
、
全
国
の
退

公
連
と
共
に
「
被
災
さ
れ

た
方
々
を
長
く
心
に
留
め

お
き
た
い
」
こ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
り
ま
す
。

　
１
月
22
日
（
月
）
東
京

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
全
国

事
務
局
長
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
一
応
の
終

息
を
見
た
中
で
初
め
て
の

開
催
で
あ
り
、
退
公
連
・

日
公
連
の
将
来
を
思
い
活

発
な
議
論
が
展
開
さ
れ

た
。

　
鴨
下
会
長
は
、
冒
頭
の

挨
拶
で
、
こ
の
た
び
の
能

登
半
島
の
大
地
震
に
よ
る

被
災
者
の
方
々
に
お
見
舞

い
の
言
葉
を
述
べ
、
被
災

地
の
復
興
の
た
め
日
公
連

も
可
能
な
限
り
支
援
し
た

い
と
表
明
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
年
は
国
内

外
に
厳
し
い
状
況
が
予
想

さ
れ
る
が
、
必
ず
改
革
の

動
き
が
始
ま
り
克
服
さ
れ

る
も
の
と
確
信
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ

日
公
連
は
新
会
員
を
多
く

迎
え
い
れ
て
組
織
の
充
実

発
展
を
図
り
た
い
の
で
、

会
員
の
一
層
の
奮
励
努
力

を
期
待
し
た
い
と
挨
拶
し

た
。

　
次
い
で
、
小
松
専
務
理

事
が
、
昨
年
か
ら
お
願
い

し
て
い
る
新
聞
発
行
と
配

布
を
支
え
る
寄
付
金
の
実

績
（
令
和
６
年
１
月
19
日

現
在
、２
百
60
万
１
千
円
）

を
報
告
、
令
和
５
年
度
全

国
大
会
が
国
会
議
員
も
多

数
出
席
し
て
成
功
裏
に
実

施
で
き
た
こ
と
、
日
公
連

事
務
局
の
体
制
が
永
年
勤

続
者
４
名
の
う
ち
死
亡
者

２
名
、
病
気
に
よ
り
退
職

２
名
と
な
り
、
目
下
少
人

数
で
事
務
・
事
業
を
遂
行

し
て
い
る
旨
の
報
告
が
あ

っ
た
。

説
明
　
事
務
局

・
令
和
６
年
度
年
間
予
定

表
（
案
）
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
分
担
金
等

（
案
）
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
全
国
大
会

（
10
月
17
日
・
木
）
に
つ

い
て

協
　
議

３
人
の
各
種
委
員
会
委
員

長
に
よ
り
、
資
料
に
基
づ

き
来
年
度
の
活
動
基
本
計

画
（
案
）
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

○
社
会
保
障
対
策
関
係

社
会
保
障
対
策
委
員
長
　

室
井
　
勝
（
副
会
長
・
理

事
・
福
島
県
連
会
長
）

令
和
６
年
度
社
会
保
障
制

度
改
革
に
関
す
る
要
望
書

（
案
）

○
社
会
貢
献
活
動
推
進
関

係社
会
貢
献
活
動
推
進
委
員

長
　
柳
本
　
勝
三
郎�（
副

会
長
・
理
事
・
兵
庫
県
連

会
長
）

令
和
６
年
度
社
会
貢
献
活

動
推
進
計
画
（
案
）

○
組
織
関
係

組
織
委
員
長
　
鯨
岡
　
武

（
理
事・茨
城
県
連
会
長
）

令
和
６
年
度
組
織
拡
充
計

画
（
案
）

　
３
委
員
長
の
活
動
基
本

計
画
に
基
づ
い
て
、
各
退

公
連
で
要
望・署
名
活
動
、

様
々
な
助
け
合
い
活
動
、

会
員
勧
誘
活
動
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

自
由
討
議

　
日
公
連
・
退
公
連
の
課

題
に
つ
い
て

��

会
員
が
持
つ
資
産
（
経

験
・
知
識
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
）
を
ど
う
組
織
再
生

に
活
か
す
か
と
い
う
観
点

か
ら
幅
広
に
活
発
な
事
例

報
告
、
意
見
交
換
を
行
い

の
募
集

・
退
公
連
の
現
状
と
会
員

減
に
伴
う
財
政
改
革
の
試

み
（
福
利
厚
生
事
業
等
）

事
務
連
絡

��

今
年
元
旦
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
被
害
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
平
成

元
年
10
月
30
日
第
206
回
評

議
員
会
承
認
の
「
自
然
災

害
に
つ
い
て
の
内
規
」（
地

域
的
に
広
く
、
災
害
の
程

度
が
甚
大
で
政
府
が
激
甚

災
害
に
指
定
し
た
場
合

は
、
会
長
は
理
事
会
に
諮

り
義
援
金
の
募
集
や
救
済

方
法
等
に
つ
い
て
決
定
す

る
。）
の
定
め
に
よ
り
、

義
援
金
の
募
金
を
理
事
会

に
諮
る
予
定
と
の
説
明
が

事
務
局
か
ら
な
さ
れ
た
。

「
見
て
」「
聞
い
て
」人
を
想
い 

心
を
つ
な
ぐ

能
登
半
島
地
震
災
害

令
和
５
年
度 

全
国
事
務
局
長
会

訃
　
報

　
日
公
連
事
務
局
・
理
事

新
聞
配
送
部
長
　
星
山
龍

夫
（
８3
）
は
、
か
ね
て
よ

り
病
気
療
養
中
で
し
た

が
、
令
和
５
年
12
月
30
日

に
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。

　
生
前
の
ご
厚
誼
に
深
謝

し
謹
ん
で
お
知
ら
せ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
葬
儀
は
親
族
と
近

親
者
で
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

全国の事務局長の方々
共
通
理
解
を
深
め

た
。
再
生
の
熱
量
と

活
動
で
き
る
資
源
の

存
在
を
確
認
し
あ
っ

た
。

報
告
事
項
　
事
務
局

・
令
和
５
年
度
会
員

数
調
査
結
果

・
令
和
６
年
度
「
退

職
公
務
員
新
聞
」
の

発
行
計
画

・
令
和
６
年
度
「
伝

統
文
化
親
子
教
室
」

員
の
安
否
を
気

遣
う
電
話
が
多

数
あ
り
ま
す
。

「
共
助
」
の
気

持
ち
の
あ
ら
わ

れ
を
感
じ
ま

す
。
日
公
連
で

は
被
災
地
に
対

す
る
義
援
金
の

募
金
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
政
府
も
、
災

害
時
の
生
活
再

建
支
援
策
を
設

け
て
い
ま
す
。

　
災
害
か
ら
１

か
月
あ
ま
り
経

っ
た
１
月
下
旬

か
ら
石
川
県
が

募
集
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
活

動
を
開
始
し
ま

し
た
。
被
災
者

の
方
々
が
「
軽

ト
ラ
部
隊
」
と

し
て
、
災
害
ご

み
の
搬
出
に
参

加
さ
れ
て
い

る
。

　
義
援
金
も
国

産経新聞社提供



ガラスのトラブル

作業時間、約 60 分の作業まで０円 !!

日本退職公務員連盟
会員限定サービス

あなたの暮らしのお医者さん
申込方法のお問合せはお電話で

350
万人

安心の実績
会員数

0120-286-800 ジャパンベストレスキューシステム株式会社
〒100-0004 東京都千代田区大手町 2-1-1 大手町野村ビル 7F※お電話でのご相談 24 時間 365 日受付

鍵のトラブル 水のトラブル ガラスのトラブル

生活における様々なトラブルに24時間365日対応!

年会費
申込方法
支払方法

5,500円（税込）
QR コード
コンビニ払い

24時間365日対応!!

①お問合せ

フリーダイヤルにお問合せ
加入申込書と利用規約書の
郵送先等をお伝え下さい。

フリーダイヤル
0120-286-800

お問合せ時にお伝えいただ
いたお送り先住所に届いた
加入申込書と利用規約書を
確認の上、記入後に返送を
お願いします。

加入申込書に
必要事項記入 ポスト投函

入会金
払込書

コンビニ

加入申込書を返送後
お手元に入会金払込通知書
が届きましたら、お近くの
コンビニエンスストアで
お支払いをお願いします。

ご自宅近くのコンビニで
お支払い

お申し込みは
簡単３ステップ
24時間365日
安心・安全の
暮らしをお約束

お申し込みは
左のQRコード
からネットに
アクセス

②申込書への記入と返送

➡

③お支払い

➡

24時間安心駆け付けサポート加入希望者でQRコードが
読み取れない方は下記の手続き方法があります。

お電話での
加入手続き

24時間安心駆け付けサポート
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○年金相談…しばらくお休みします
○心の悩み相談… 3月 6日㈬、２7日㈬
　いずれも午後 １ 時～ ３ 時まで

０３−３８２２−１２１６

☎ やすらぎ電話やすらぎ電話

会
員
の
広
場

俳句出展

千羽鶴贈呈

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を

贈
る
事
業

「
金
沢
ふ
る
さ
と
偉
人
館
」

で
の
研
修
会

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

半
世
紀
余
枯
れ
た
み
か
ん
の
根
株
掘
る

「
あ
り
が
と
う
ね
」
と
二
人
で
二
日
も

愛
知
県　
金
田
文
雄

入
院
の
妻
の
朝
夕
案
じ
つ
つ

自
炊
の
夕
餉
感
謝
の
独
居

熊
本
県　
久
保
田
睦
雄

若
き
日
の
ズ
ボ
ン
見
つ
け
て
裾
直
し

児こ

ら
の
笑
顔
が
つ
と
顕た

ち
て
き
つ

岡
山
県　
中
江
泰
三

語
り
合
う
愉
し
き
夕
げ
キ
ミ
と
ボ
ク

別
行
動
の
今
日
一
日
を

兵
庫
県　
野
﨑　
俊

ど
ん
ど
焼
焚
火
せ
し
日
が
蘇
る

岐
阜
県　
髙
橋
良
明

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

能
登
へ
向
き
屠
蘇
止
め
数
珠
を
握
り

し
め�

長
野
県　
北
沢
豊
治

老
い
の
身
に
ゃ
癌
も
呑
気
に
居
候

�

福
井
県　
羽
生
悦
郎

天
災
も
戦
禍
も
あ
り
て
こ
の
大
地

鎮
ま
り
給
へ
民
に
幸
あ
れ

福
岡
県　
吉
松
利
文

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

土
佐
の
市
文
旦
売
り
の
小
さ
き
手

香
川
県　
鈴
木
惠
美

腰
上
げ
た
場
所
ま
で
戻
る
物
忘
れ

�

長
野
県　
白
石
幸
男

こ
つ
こ
つ
と
生
き
た
証
よ
手
の
し
わ
は

�

栃
木
県　
三
浦
敏
子

夕
焼
け
に
両
手
を
合
わ
せ
春
を
待
つ

�

静
岡
県　
塩
﨑
史
子

畑
起
こ
し
冬
眠
ケ
ラ
に
詫
び
を
入
れ

栃
木
県　
益
子
悟
美

ま
っ
先
に
伸
び
る
箸
先
煮
凝
に

山
形
県　
上
野
直
樹

賀
状
来
る
友
来
た
る
よ
な
気
持
ち
な
り

神
奈
川
県　
三
上
敏
夫

心豊かに心豊かに

　
我
々
退
公
連
の
会
員

は
、
組
織
の
目
的
に
賛

同
し
て
集
ま
っ

た
同
志
で
す
。

　
退
公
連
は
、

我
が
県
の
元
小

学
校
教
師
・
片

山
三
男
三
氏
が
昭
和
２３

年
２
月
、
戦
後
の
超
イ

ン
フ
レ
の
物
価
高
で
生

活
苦
に
喘
ぐ
退
職
公
務

員
の
声
を
受
け
、
全
国
の

有
志
に
働
き
か
け
て
「
恩

給
の
増
額
」
を
目
的
と
し

て
創
っ
た
団
体
で
す
。

　
そ
の
恩
給・年
金
は
今
、

物
価
高
騰
と
制
度
の
存
続

を
め
ざ
す
新
た
な
年
金
減

額
の
し
く
み
で
生
活
が
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る

中
、
全
国
的
な
会
員
減

少
が
組
織
の
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
い
る
。
組

織
強
化
の

た
め
〝
原

点
回
帰
〟

と
、
会
員

間
の
絆
を

強
め
る
こ
と
が
肝
要
と

考
え
、
そ
の
具
現
化
に

努
め
た
い
と
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

原 

点 

回 

帰

新
潟
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
田
邉
　
茂

私
の
ひ
と
こ
と

　
金
沢
支
部
は
千
２００
名
余
の
会
員
を
有
す
る
県
内
最
大
の
支
部
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
と
言
わ
れ
て
４
年
目
に

な
り
、
こ
の
間
、
様
々
な
活
動
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
組
織
の
危
機
を
実
感
し
て
い
る
が
、
で
き
る
こ
と
か

ら
地
道
に
続
け
る
こ
と
が
会
員
相
互
の
絆
を
深
め
る
う
え
で
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

石
川
県
退
職
公
務
員
連
盟
金
沢
支
部
長
　
山
腰
茂
樹

いきいき退公連

石川県連の巻

て
、
会
員
同
士
の
絆
を
深
め
楽

し
む
活
動
、
更
に
そ
の
活
動
を

活
か
し
て
社
会
に
役
立
ち
喜
ば

　
私
達
の
支
部
は
宮
崎
県
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
西
都
原
台

地
と
そ
の
周
辺
に
国
の
特
別
史

跡
に
指
定
さ
れ
た
全
国
有
数

（
３１１
基
）
の
古
墳
が
点
在
し
て

い
る
。
台
地
に
は
、
四
季
折
々

の
花
が
広
が
り
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

　
さ
て
、
女
性
部
長
と
し
て
私

が
構
想
し
た
表
記
の
活
動
は
、

令
和
２
年
の
県
連
総
会
に
お
い

り
、
地
元
銀
行
の
ロ
ビ
ー
を
飾

る
な
ど
好
評
で
あ
っ
た
。

　
②
千
羽
鶴
作
り
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
３
密
状
態
を
避
け
家
庭
で

作
っ
た
。
折
っ
た
鶴
は
千
羽
に

ま
と
め
令
和
４
年
４
月
、
活
動

の
場
で
あ
る
市
中
央
公
民
館
へ

感
謝
の
意
を
込
め
て
贈
呈
し
、

教
育
長
と
社
会
教
育
課
課
長
に

退
公
連
の
活
動
に
つ
い
て
の
Ｐ

Ｒ
も
出
来
た
。
同
年
７
月
は
新

る
が
、
金
沢
支
部
で
は
、

感
染
対
策
等
い
ろ
い
ろ
工

夫
し
な
が
ら
で
き
る
こ
と

か
ら
地
道
に
活
動
し
、
会

員
と
の
交
流
を
模
索
し
て

コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
組
織
の
危
機
か
ら
の
再
生
を
目
指
し
て

コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
組
織
の
危
機
か
ら
の
再
生
を
目
指
し
て

～
継
続
し
た
地
道
な
活
動
の
積
み
重
ね
が
大
切
～

～
継
続
し
た
地
道
な
活
動
の
積
み
重
ね
が
大
切
～

「
生
き
が
い
つ
く
り
」
と

　
　
　「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」

宮
崎
県
退
職
公
務
員
連
盟
西
児
湯
支
部
女
性
部
長
　
中
園
　
洋
子

き
た
。
毎
年
、
秋
に
開
催

し
て
き
た
支
部
の
会
員
研

修
会
は
、「
３
密
」
対
策

を
し
た
う
え
で
、
検
温
、

マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒

市
庁
舎
落
成
１
周
年
の
記
念
祝

儀
と
市
の
更
な
る
発
展
を
込
め

て
千
羽
鶴
を
進
呈
し
た
。

　
③
ホ
ウ
サ
ン
団
子
作
り
、
家

庭
に
巣
く
う
ゴ
キ
ブ
リ
退
治
の

団
子
で
効
き
目
１００
％
と
自
負
、

女
性
部
が
長
年
続
け
て
い
る
活

動
の
一
つ
で
あ
る
。
令
和
４
年

会
員
全
員
に
届
け
よ
う
と
、
１０

個
ず
つ
袋
に
入
れ
て
各
地
区
の

班
長
か
ら
新
聞
配
達
の
時
、
一

ん
な
句
が
届
い
た
。

　
④
く
ず
入
れ
紙
箱
作
り
、
チ

ラ
シ
を
利
用
し
て
紙
の
小
箱
を

作
る
。
役
員
と
班
長
会
を
開
き

作
り
方
講
習
を
し
た
。
各
自
が

自
由
に
作
り
、
出
来
た
く
ず
入

れ
紙
箱
は
、
定
期
的
に
市
の
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
届
け
て
い

る
。
年
少
者
か
ら
高
齢
者
に
ま

で
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
の
３

年
間
を
表
記
の
テ
ー
マ
に
基
づ

い
た
活
動
を
通
し
て
会
員
同
士

の
連
携
を
新
た
に
す
る
機
会
を

得
た
。
生
き
甲
斐
つ
く
り
が
地

域
貢
献
へ
と
連
鎖
し
て
い
き
、

ま
た
退
公
連
の
存
在
を
㏚
で
き

た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る

と
自
負
し
て
い
る
。

動
や
国
会
議
員
へ
の
要
望

活
動
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ

っ
て
も
途
切
れ
る
こ
と
な

く
何
と
か
継
続
し
て
き
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
退
公

連
の
会
員
で
あ
る
こ
と
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
言
う
声
が
聞
こ
え
て

き
た
の
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
退
会

希
望
者
が
増
加
し
続
け
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
の
ひ

と
つ
に
「
会
員
で
あ
る
意

義
が
分
か
ら
な
い
。」
こ

れ
が
今
の
実
情
で
あ
る
。

そ
ん
な
状
況
の
な
か
で
あ

　
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
続

い
た
た
め
、
金
沢
支
部
で

も
役
員
会
や
総
会
が
中
止

ま
た
は
書
面
附
議
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で

毎
年
お
こ
な
っ
て
い
た
福

祉
施
設
へ
の
慰
問
活
動
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
バ

ス
研
修
旅
行
な
ど
も
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が

続
い
た
。
退
公
連
の
主
た

る
目
的
が
「
社
会
保
障
制

度
を
守
り
、
安
定
し
た
公

的
年
金
の
継
続
の
た
め
活

動
し
て
い
く
こ
と
」
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
署
名
活

の
徹
底
を
は
か
っ
て
定
員

を
決
め
て
開
催
を
続
け
て

き
た
。
密
に
な
り
が
ち
な

「
座
学
」
で
は
な
く
市
内

の
「
金
沢
ふ
る
さ
と
偉
人

館
」
や
「
金
沢
美
術
工
芸

大
学
」
な
ど
の
施
設
に
出

向
く
研
修
会
の
開
催
や

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
健

康
体
操
教
室
」
も
実
施
。

　
令
和
２
年
か
ら
始
め
た

「
金
沢
支
部
の
全
女
性
会

員
を
対
象
に
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド
を
贈
る
事
業
」
も

今
年
度
で
４
回
目
と
な
り

カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
方

々
か
ら
お
礼
の
ハ
ガ
キ
や

電
話
を
い
た
だ
い
た
。

　
当
地
は
正
月
、
思
わ
ぬ

大
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
多

く
の
会
員
が
被
災
し
た
。

日
常
的
に
培
わ
れ
た
会
員

の
絆
が
生
き
る
と
き
で
あ

る
。

れ
る
活
動
と
し
た
。

　
①
俳
句
会
（
あ
さ

が
お
会
）
は
令
和
２

年
５
月
に
立
ち
上

げ
、
毎
月
第
２
木
曜

日
に
活
動
。

　
作
品
は
、
市
の
催

し
の
際
に
展
示
し
た

緒
に
届
け
て
も

ら
っ
た
。

「
御ご

き
か
ぶ
り

器
噛
団
子

練
り
捏
ね
詰
め

る
楽
し
さ
よ
」�

（
Ｔ
・
Ｙ
）

俳
句
メ
ン
バ
ー

の
一
人
か
ら
こ

「
子
供
の
幸
福
の
た
め
の

教
育
」
を
求
め
て

�

宮
内
　
藤
夫
　

　
い
じ
め

や
不
登
校

の
増
加
、

深
刻
な
教

員
不
足
、

地
域
に
よ

る
教
育
格
差
…
。
そ
の
根

底
に
は
、
教
育
予
算
の
少

な
さ
と
、
行
政
の
〝
長
い

も
の
に
は
巻
か
れ
ろ
主

義
〟
が
あ
る
。

　
大
胆
な
問
題
提
起
と
人

生
を
賭
け
て
解
決
を
目
指

す
並
々
な
ら
ぬ
覚
悟
の
一

冊
で
あ
る
。
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